
2019年度 事業報告
(2019年 4月 1日 から2020年 3月 31日 まで)

特定非営利活動法人 ラムサール・ネットワーク日本

会員数の状況 (20"年 3月 31日 現在、カソコ内は前年度)

一般正会員 (1回 5千円)     98(107)
団体正会員 (1日 1万円)     23(23)
特別正会員 (5万円以上)     5 (5)
一般賛助会員 (1回 2千円)   10″ (%)
団体賛助会員 (1日 1万円)    3 (2)
特別賛助会員 (3万円以上)    1 (1)
企業賛助会員 (1日 10万 円)    0 (0)

2 会議の開催の状況
(1)総会・理事会

η19年

5月 ll日

6月 22日

10月 14日

(2)運営会議

理事会 (東京都豊島区、としま南池袋ミーティングルーム)

通常総会 (東京都新宿区、TKP飯田橋ビジネスセンター)

理事会 (東京都台東区、いきいきプラザ)

13回開催 (2019年 4月 10日 、4月 26日、5月 31日 、6月 26日 、7月 29日 、8月 27日 、

9月 18日 、10月 23日 、11月 15日 、12月 18日 、2020年 1月 31日 、2月 27日 、3

月郎 日)

Skype、 Zoomに よるオンライン会議で14回開催(3)共同代表会議

3 事業の実施の状況
(1)調査研究事業

"19年
12月 11日 東アジア・オーストラリア地域フライウェイパートナーシップ

連絡会に参加

2020年

1月 24日    環境省モニタリング1()(Ю シギ・テドリ調査検討会に参加
1月 28日    日・露 。米ハマシギワークショップに参加 (宮城県栗原市)
1月

"日
    日・露渡り鳥条約会議に参加 (宮城県栗原市)

(2)保全・再生事業

(EAAFP)国内

田んぼの生物多様性向上 10年プロジェクト地域ヒアリングを5回開催 (岩手県

骨寺荘園遺跡、徳島県小松島市・鳴門市、愛媛県西予市、大阪周辺、熊本県

人代市・鹿児島県出水市)

「田んぼ10年だより」3回発行 (10月 :第 16号、3月 :第 17・ 18号合併号)

農水省、環境省、国交省との水田決議円卓会議準備会を8回開催

田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト参加者へのヒアリングを2回実施 (宮

-2-



2019年

8月 29日

9月 12、 13日

9月 19～ 21日

11月 2、 3日

11月 6～ 8日

・11月 19日

ll年 19、  20日

11月 万 ～ 29日

12月 5日 ～ 7日

12月 7日

20m年

1月 12、 13日

1月 16日

2月 1日

2月 1日

2月 13日

2月 29日

3月 2日

城県、千葉県)

「石木ダム建設事業の中止を求める意見書」を に提出

葛西海浜公園の登録 1周年記念行事「湿地の恵み展」に参加

フイリピン・イフガオ州の棚田で田んぼの生きもの調査を実施

第10回田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト地域交流会 (福井県敦賀市、

プラザ萬象)

IUCNアジア地域FORUM(パキスタン)に参加
「上関原発計画予定地におけるボーリングエ事の中止を求める要請」を中国電

力、 に提出

ラムサール条約湿地関係市町村連絡会議 (大崎市)に参加

生物多様性条約SBSTTA(カナダ・モントリオール)に参加
エコプロ

"19(東
京ビッグサイト)に出展

第5回 田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト全国集会 (東京都江東区、

TFTビル)

にじゅうまるCOP4(名古屋市)に参加し、田んぼの生物多様性向上10年プロ

ジェクトと湿地のグリーンウェイプの分科会を開催

「泡瀬千潟の鳥獣保護区 (特別保護区)の設置を求める要望書」を沖縄県知事

に提出

世界湿地の日シンポジウム (東京都渋谷区、国連大学)で が講演

「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島世界自然遺産推薦地の視察に関す

る要望書」を日本自然保護協会などと連名でIUCNに提出

「石木ダム強制収用を許さない !東京行動」への共催と参加

田んぼの生物多様性パンフレットを出版

「辺野古・大浦湾一帯を「日本初」のホープスポット (HOpe SpOt)に 認定する

ことを求める署名」を泡瀬千渇を守る連絡会、日本自然保護協会と連名で

に提出

(3)普及・啓発事業

2019年 4月 ～ 7月 湿地のグリーンウェイブ2019キ ャンペーン実施

(4)国際協力事業

―     WWNス カイプ会議に参加 (12回 )

―     WWN‐ Aスカイプ会議 (アジア地域代表会議)に参加 (10回 )
―     翻訳プロジェクト会議を19回開催

2019年

11月 30日 ～ 12月 1日

第14回 日韓NGOフ オーラム (韓国スンチョン市)を開催
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(5)ネ ットワーク推進事業

一     「ニュースレター」4同発行 (4月 、7月、10月 、1月 )
(6)そ の他の事業

・設立10周年事業

6月 22日

8月 22～ 23日

8月 25日

ラムネットJ設立10周年シンポジウム 〈第1弾〉ラムサール・ネットワーク日本

10年 成果と課題 (東京都新宿区、TKP飯田橋ビジネスセンター)
の九州視察に同行し案内

ラムネッヽ卜J設立10周年シンポジウム 〈第2弾〉水の自然な流れを守るために

～ラムサール条約の実施とNGOの役割～ (東京都千代田区、YMCAア ジア青

少年センター)

4 助成金・受託事業の状況
(1)地球環境基金 田んぼの生物多様性向上10年 プロジェクト
2019年 4月 ～ 2020年 3月  5,476,0∞ 円

(2)α ob」 Greengrants Fund ラムネットJ設立10周年シンポジウム

2019年 6月 ～ 2020年 5月  645,437円

(3)パタゴニア 湿地のグリーンウェイプ
2)20年 2月 ～ 2021年 1月  624,674円

(4)環境省 ラムサール条約決議翻訳業務
2)19年 9月 ～ 2020年 3月  972,∞ 0円

2019年度事業報告 (プロジェクト別)
特定非営利活動に係る事業
(1)調査研究事業

●シギ・チドリ部会

2019年度は3年間の経団連自然保護基金助成がm19年 3月 で終了し、助成金を申請しなかったため、

シンポジウムなど一般社会に呼びかける活動はできなかった。連絡を取りつつ、各地で活動を行って

きた。バードライフ・インターナショナル東京作成のヘラシギに関するパンフレットに助言を行い、6

月に発行された。また、水田部会の田んぼの生物多様性に関するパンフレットを3月 に発行した。こ

こでは淡水を利用するシギ・チドリ類の観察情報提供を呼びかけている。この情報は、球磨川河回の

ラムサール条約湿地登録へむけた活動に当たり、農業者への情報提供の役割を果たしている。

2020年 1月 29日 に官城県栗原市で行われた日露渡り鳥条約会議に併せて、日本のシギ・チドリ類の

優占種であるハマシギの保全に関して日露米ワークショップが行われ、ラムネットJか ら柏木理事が参

加した。この種はEAAFPお よび北極圏渡り鳥イニシアティプAMBIの優先保護対象種であり、シギ・

チドリ類の減少が激しい中、優占種ハマシギに注目して、保全策を立てることの重要性を確認した。

・東アジア・オーストラリア地域フライウェイパートナーシップ (EAAFP)

2019年 度は2018年 12月 に行われた第10回パートナー会議の戦略の実施が始まった。m19年 12月 の

EAAFP国内連絡会においては、関連のNGOが各分野での活動を確認した。
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。モニタリングサイト1000(MSl∝ )0)

20"年 1月 24日 にシギ・チドリ類調査検討会が東京都で行われた。

(2)保全 。再生事業

●沖縄・開発問題部会

η19年度から、沖縄だけでなく全国の開発問題を対象にし、事業として、

。「水の自然な流れを守る」をキーワードに、各地の問題湿地と繋がって諸活動を行う。

・砂浜の重要性が広く認知されるようCEPA活動を進める。
・泡瀬千潟、大浦川河日、表浜のCOP14でのラムサール登録をめざした諸活動
・世界自然遺産を持つ島の在り方を問題提起する。(南西諸島4島の登録に関して)

などの活動を計画した。実際には、以下のような活動を実施した。(部会独自の活動ではなく関連し

た事柄も含む)。

1)意見書等の提出 (連名を含む)
・石木ダム建設事業の中止を求める意見書

・上関原発計画予定地におけるボーリングエ事の中止を求める要請

・奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島世界自然遺産推薦地の視察に関する要望書

・泡瀬千潟の鳥獣保護区 (特別保護区)の設置を求める要望書
・辺野古・大浦湾一帯を「日本初」のホープスポット (Hope SpOt)に認定することを求める署名

2)イ ベント等の実施

・ラムネットJ設立 10周年シンポジウム 〈第2弾〉

・第14回 日韓NGO湿地フォーラム (韓国スンチョン市)
。「石木ダム強制収用を許さない 1東京行動」への参加

●田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト (田んぼ10年プロジェクト)

・国内での活動

参加団体/個人数が、270程 となった。田んは10年プロジェクトの地域集会 1回 (福井県敦賀市、参

加者約

“

名以上)、 地域ヒアリング5回 (岩手県骨寺荘園遺跡、徳島県小松島市・鳴門市、愛媛県西予市、

大阪周辺、熊本県八代市・鹿児島県出水市)、 全国集会 1回 (東京)を開催した。にじゅうまるプロジ

ェクト会議に定期参加し、にじゅうまるCOP4(名古屋市)では田んは10年プロジェクトの分科会を

開催した。

水田での生物多様性向上の普及をはかるポスターとバンフレットとして、敦賀市地域交流会、ラム

サール条約湿地関係市町村連絡会議などで展示や配布を行った。

「田んは10年だより」を3回発行、メーリングリストでの情報共有、専用ホームベージの更新も行った。

水田部会を9回開催、農水省、環境省、国交省との水田決議円卓会議準備会を、8回 (のべ78回 )開催、

水田の生物多様性に関わる多様な議論と提案を行った。

新行動計画策定に向け、田んぼ10年プロジェクト参加者へのヒアリングを2回 (宮城県・千葉県)、

作業部会を (2回 )開催し、田んぼ10年プロジェクトの内部評価を実施し、課題を抽出し、新行動計
画書案作成に着手した。
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・国際的な活動

9月 にフイリピン・イフガオ州の棚田での田んぼの生きもの調査を実施し、棚田の生きものや大学・

研究者との連携について情報収集を行った。日韓田んぼの生きもの調査は、8月 開催予定だったが日

韓関係の悪化により2020年 3月 に延期され、新型コロナ肺炎の影響により、さらに延期となった。ウ

ガンダでの田んぼの生きもの調査は10月 に予定していたが調査予定者の負傷により中止とした。

IUCNア ジア地域FORUM(パキスタン・ll月 )お よび生物多様性条約SBSTTA(カナダ・モント
リオール・11月 )に参加した。ポスターは英文版も作成し、国際会議の場で展示した。

●登録推進・条約実施

葛西海浜公園の登録 1周年記念行事として東京都が9月 に開催した「湿地の恵み展」に参加した。2

月1日 の世界湿地の日シンポジウムで呉地理事が講演した。

(3)普及・啓発事業

●湿地のグリーンウェイブ

2019年 4月 ～ 7月 をキャンペーン期間として呼びかけ、全国22の都道府県より63団体 (主催団体)

“

タイトルのイベントが参加、全国のイベントリスト (3月 10日 までに申請分)を リーフレットに掲載

し各地に配布した。またホームベージではイベント情報だけでなく各団体や湿地の情報も合わせて紹

介し、イベント終了後にいただいた報告も掲載した。

このうち、6月 15日 までに開催されるイベントについては、国連生物多様性の10年 日本委員会

(UND3J)のグリーンウェイプ本体にも登録し、IUCN日本委員会が主催する「にじゅうまるプロジェ

クト」への登録も行った。

2019年度はキャンペーン以外に、第14回 日韓NGO湿地フオーラム (11月 Ю日～ 12月 1日 )の中で

湿地のグリーンウェイプキャンペーンについて紹介、にじゅうまるCOP4(1月 12～ 13日 )にて分科

会を開催した。

(4)国際協力事業

●WWN(世界湿地ネットワーク)関係
2019年度開始頃は (豪)が休暇のため、

(英・WWT)が マネジメント委員会を主催し、毎月、スカイプで議論をした。また、2019
年から、 を補助するために がマネジメント委員会に参加している。年度初めに

2019-2021の 戦略計画を策定した。2020年 6月 に予定されていたIUCNの世界保全会議 (m21年 1月

に延期)に提出する動議 (「自然な水の流れ」)について議論し、採択については現在最終の電子投票

待ちの状態。また、COP13で協働したYEW(Youth Engaged in We■ ands〉 とも、マネジメント委員

会にYEWの メンパーに加入してもらい連携を始めた。

アジア地域代表会議についても毎月開催し、各地の状況について意見交換している。

●日韓 NGO湿地フォーラム

11月 30日 ～ 12月 1日 に韓国・スンチョン市において、日韓NGO湿地フオーラムを韓国NGOと 協働
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して行った。湿地保全と周辺ステークホルダー (農家、漁民)とがウィンウィンとなる事例、自然な水

の流れについての事例報告を日韓それぞれから行った。

報告書集は、ホームページのラムネットニュースレター38号該当記事の末尾にリンクがある。

●翻訳プロジェクト

環境省から委託を受け、2018年 COP13(ドバイ)における以下の主要な決議7本を邦訳した。

決議12 気候変動の調整に寄与する国際的に重要な湿地 (ラ ムサール条約湿地)と しての泥炭地

特定のガイダンスに関する決議  ″
決議13 気候変動の緩和・適応等及び、生物多様性の向上と災害リスク軽減のための劣化した泥

炭地の再生に関する決議

決議14 沿岸のブルーカーボン生態系の保全、再生及び持続可能な管理に関する決議

決議16 持続可能な都市化、気候変動と湿地に関する決議

決議19 湿地における持続可能な農業に関する決議

決議20 潮間帯及び生態学的に関連する生息環境の保全とワイズユースの促進に関する決議

決議24 沿岸に位置するウミガメ生息地の保護促進とラムサール条約湿地の指定に関する決議

(5)ネ ットワーク推進事業

●ニュースレター

2019年度はニュースレターを4回発行した (35号～38号 )。 主な記事としては、「藤前千潟保全から

20年」「ラムネットJ設立10周年シンポジウム 〈第1弾〉報告」「ラムネットJ設立10周年シンポジウム

〈第2弾〉報告」「ホープスポットに認定された辺野古で続く環境破壊」など。毎回、1()()()部程度印刷し、

会員や関連団体に郵送したほか、各種イベントでの配布も行った。

●ホームページ

ホームベージのソフトウェアの入れ替えを計画したが、作業時間が確保できず、実施できなかった。

(6)その他の事業

1)設立10周年事業

●シンポジウム

・ラムサール・ネットワーク日本10年 成果と課題 (6月 22日 )
第1部は前共同代表を中心に、ラムネットJの歩みを振り返った。第2部は現共同代表を中心に、今

後の湿地保全とラムネットJの活動を考えた。各地のキーパーソンを迎えて、話題提供をしていただいた。

・水の自然な流れを守るために～ラムサール条約の実施とNGOの役割～ (3月 る日)
の特別講演をはじめ環境省、内外NGOか ら

の報告、パネルデイスカッションを行った。国際条約がなかなか守られず湿地破壊が続く現状に対す

るNGOの行動について、様々な指摘があった。それらの指摘はその後の活動に一つずつ繋げていっ
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ている。

●冊子・アーカイブ関係

m19年度は諸般の事情により、作業が中断したため、冊子・アーカイプともに完成させることがで

きなかった。

2)組織構築の課題への取り組み
●評価部会

第1回理事会の決定に基づき評価部会を設置し、パブリックリソース財団に委託して3回の組織診断・

基盤強化ワークショップを実施し、取りまとめのための部会を1回開催した。

II.その他の事業  今期は実施せず
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活 動 計 算 書
[税込](単位 :円 )

NPO法 人ラムサ―ル・ネットワーク日本 自 2019年 4月 1日  至 2020年 3月 31 日
特定非営利活動に

係る事業
その他の事業 合計

【経常収益】

【受取会費】

受取会費

【受取寄付金】

受取企業協賛金

受取特別協賛金

受取寄付金

【受取助成金等】

受取助成金

【事業収益】

事業 収益
受託事業収益

【その他収益】

受取 利息
雑 収 益
経常収益 計

【経常費用】

【事業費】

(人件費)

臨時雇賃金

人件費計

(その他経費)

業務委託費

諸 謝 金
印刷製本費

会 議 費
旅費交通費

通信運搬費

消耗品 費
賃 借 料

保 険 料

新聞図書費

接待交際費

支払手数料

その他経費計

事業費 計
【管理費】

(人件費)

人件費計

(その他経費)

事務委託費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品 費
地代 家賃
賃 借 料
接待交際費

諸 会 費
支払手数料

その他経費計

管理費 計

600,000

150,000

491,958

600,000

150,000

491,958

990,000

6,140,145

990,000

6,140,145

240,000

972,000

240,000

972,000

38

26と232

38

20,212

9,610,373 0 9,610,373

586,415 586,415

586,415 0 586,415

450,288

1,236,500

933,523

82,406

3,629,327

640,748

44,423

466,108

13,830

300

18,119

450,288

1,236,500

933,523

82,406

3,629,327

640,748

44,423

466,108

13,830

300

18,119

557 868 557 868

8,073,440 0 8,073,440

8,659,855 0 8,659,855

0

1,674,721

56,378

499,848

142,258

123,857

484,440

3,200

3,000

76,450

9,294

1,674,721

56,378

499,848

142,258

123,857

484,440

3,200

3,000

76,450

9,294

0733 446
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活 動 計 算 書

NPO法 人ラムサール・ネットワーク日
[税込](単位 :円 )

自 2019年 4月  1日  至12020年 3月 31日木

経常費用 計
当期経常増減額

【経常外収益】

経常外収益 計
【経常外費用】

経常外費用 計
税引前当期正味財産増減額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

ll,733,301 (, 11,733,301

△ 2,122,928 0 △ 2,122,928

(||

0 rl

∠ヽ 2,122,928 r △ 2,122,928

△ 2,122,928

6,535,619

△ 2,122,928

6,535,619

財務諸表の注記
NPO法 人ラムサール・ネットワーク日本 2020年 3月 31日 現在

【重要な会計方針】
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日最終改正 NPO法人会計基準
協議会)による。

【事業費の内訳】
次ページ以降の「事業費の内訳」の通り。

【使途等が制約された寄付等の内訳】
[税込](い● :円 )

沖縄・開発問題部会 98,500 98,500 指定寄付

湿地のグリーンウェイブ 624,674 605,966 Patagoni a Japan

10周年シンポジウムII 645,437

18,708

645,437 Global Greengrants Fund

29,056日韓交流基金 138,300 109,244

98.500 1,408,411 773,389 733,522合計

-12-

4、 412,691                   1          4,411,691

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

L__⊥ ___



2019年度 収支決算
(2019年 4月 1日 から2020年 3月 31日 まで)

特定非営利活動法人 ラムサール・ネットワーク日本

貸 借 対 照 表
NPO法 人ラムサール・ネットワークロ本
全事業所

[税込](単位 :円 )

2020年 3月 31日 現在

資 産 の 部 負 債 ・ 正 味 財 産 の 部

科   目 金  額 科   目 金 額

【流動負債】

未 払 金
前 受 金
預 り 金

流動負債 計

1,414,967

605,966

80,557

2,101,490

正 味 財 産 の 部

【正味財産】

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額

正味財産 計

6,535,619

△  2,122,928

4,412,691

【流動資産】

(現金・預金 )

現   金

普通 預金

現金・預金 計

(売上債権 )

未 収 金
売上債権 計

流動資産合計

16,428

4,939,393

4,955,821

1,558,360

1,558,360

6,514,181

-9-

負債合計 2,101,490
|

正味財産合計 4,412,691

資産合計 6,514,181 負債及び正味財産合計   : 6,514,181



財 産 目 録
NPO法人ラムサール・ネットワーク日本_
全事業所

[税込](単位 :円 )

2020年 3月 31日 現在

【流動資産】

(現金・預金)

現   金
普通 預金
郵便口座

みずほ銀行

三菱U町銀行

りそな銀行

現金・預金 計

(売上債権)

未 収 金
Paypal

地球環境基金

企業協賛金

個人 (役員2名 )

売上債権 計

流動資産合計

資産の部 合計

【流動負債】
未 払 金
個人 (役員8名 )

個人 (外注先1名 )

クロネコヤマ ト

G's Creen Lab

JCB法人カー ド

パブリックリソース財団

前 受 金
前受助成金

預 り 金

日韓基金

所得税

賃金所得税

流動負債 計
負債の部 合計

《資産の部》

16,428

4,939,393

(814,430)

(54,463)

(3,004,605)

_.______ (1ユ」:ι
`ユ

:ユL旦旦112
4,955,821

1, 558, 360
(39, 888)

(1,417,000)

(100,000)

472)

1,558,360

《負債の部》

1,414,967
(733, 906)
(190,545)

(2, 046)

(258, 807)

(9, 663)

(220, 000)

605, 966

(605, 966)

80, 557

(29, 056)
(50, 029)

(1,472)

6,514,181

___」 」L型L

(1

6,514,181

Ll里」里

正味財産 生■12■里
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2019年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事栞年度における組醐の有籠を記載した名簿)

特定非営利活動法人ラムサール :_生 2_トワーク日本

1 1確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

′以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係)
′各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該当者のみに記入 )

氏    名

1 ○理事・監事

ウエノヤ ノリコ 2019‐年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

上野山 雅子

2 ○理事 。監事

カナイ ユタカ 2019‐年4月 1日

2020年:3月 31日
な し

金井 裕

3 ○理事 。監事

シ・ンナイ  タカユキ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日
な し

陣内 隆之

4 ○理事・監事
タカハシ  ヒサシ 2019‐年4月 1日

2020‐年3月 31日

な し

高橋 久

5 ○理事・監事
ナカ
゛
イミツヒロ 2019年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

永井光弘

6 ○理事・監事
カシワキ
゛
ミノル 2019年 4月 1日

2020`年i3月 31日

な し

柏木 賞

7 ○理事・監事

クレチ  マサユキ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日
な し

呉地 正行

8 ○理事・監事

ホリ  リョウイチ 2019‐年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

堀 良一

9 ○理事・監事
アサノ  マサトミ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日
な し

浅野 正富

10 ○理事・監事
アント・ウ  ヨンノ 2019年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

安藤 ヨシノ



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

11 O理事・監事
ハラノ  ヨシマサ 2019年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

原野 好正

12 O理事・監事
イク
゛
チ リエコ 2019年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

井口 利枝子

13 O理事・監事
タカノ  シク'キ 2019‐年4月 1日

2020`年 3月 31日

な し
高野 茂樹

14 ○理事・監事
スク・ナミ  タモツ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日
な し

菅波 アG

15 ○理事・監事
イナハ・  ミツクニ 2019年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

稲葉 光回

16 ○理事・監事
ヤシ・マ サトル 2019年 4月 1日

2020`年 3月 31日

な し
矢嶋 悟

17 ○理事・監事

ハットリ タクロウ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日
な し

服部 卓朗

18 ○理事・監事
タナカ  ヒロシ 2019年 4月 1日

2020年・3月 31日
な し

田中 1専

19 ○理事 。監事
T^" '?t)r 2019年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

安部真理子

20 ○理事・監事
カメイ  コウン

゛
2019‐年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

亀井 浩次

21 O理事・監事
サタク  セツオ 2019年 4月 1日

2020年:3月 31日
な し

佐竹 節夫

22 ○理事・監事
フナハシ  レイシ

゛
2019年 4月 1日

2020‐年3月 31日
な し

松橋 玲二

23 ○理事・監事
マツモト  サトル 2019‐年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

松本 悟

24 ○理事・監事
マルヤマ アキコ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日
な し

丸山 明子

25 ○理事・監事
ゴトウ  ナオ 2019‐年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

後藤 奈穂美



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

26 O理事・監事
コミナミ  ユキヒロ 2019年 4月 1日

2020`年3月 31日
な し

古南 幸弘

27 ○理事・監事
オオツカ  タイスケ 2019‐年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

大塚 泰介

28 ○理事 。監事
カツノ  ヨウコ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日
な し

勝野 陽子

29 O理事・監事
スナカ・ワ  カオリ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日
な し

砂川 かお り

30 理事 。○監事
オオムラ  シケ'ル 2019‐年4月 1日

2020年 3月 31日
な し

大村 茂

31 理事・○監事
シマタ
゛
  ヒサオ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日
な し

嶋田 久夫

―

″



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人三:」二」
==上
■主2上2二

=2El杢

氏    名 住 所 又 は 居 所

1 柏木 賞

2 呉地正行

3 堀 良一

4 浅野正富

5 安藤ヨシノ

6 原野好正

7 井口利枝子

8 高野茂樹

9 永井光弘

10 上野山雅子

11 金井 裕

12 佐竹 節夫


